
     

「水」に親しむ 
副校長  伊藤 貴紀  

 

気温が３０度に迫る暑い日が増えてきましたね。いよいよ６月３日（月）より水泳指導

が始まります。水着等の準備でいろいろとお手間をかけますが、どうかよろしくお願いい

たします。 

今回は、「水」についてのお話をしようと思います。私は、宮城県の山奥で生まれ育ち

ました。今は地球温暖化の影響からかかなり夏は暑いのですが、私が子供のころは真夏で

も２４～２５度と冷涼な気候の場所でした。このことから、プールで水泳をできる日が限

られており、私も含め、水泳が苦手な子供が多かったように思います。 

お恥ずかしい話ですが、私が多少なりとも泳げるようになったのは、教員採用試験の水

泳の実技のために必死に練習してからです。その時の達成感が忘れられず、海に通い詰め

るようになり、気が付けばダイビングやサーフィン等マリンスポーツの虜になっていまし

た。 

「水」に関わるということは、身体を鍛えるだけでなく、とても楽しいことです。しか

し、「水」には恐ろしい一面もあります。例えば、水は空気よりも数十倍の速さで人間の

体温を奪っていきます。また、１０ｃｍほどの深さがあれば、条件次第では溺れてしまい

ます。人間は魚やイルカのような水棲生物ではありません。水中に入るということは、あ

くまで他所の世界に「お邪魔している」状態であることを忘れてはならないと思います。 

プールにおける水泳指導についても同じことが言えます。これから「お邪魔する」のだ

から、十分に準備運動をして体の状態を整えたり、用具に不備がないか慎重に確認した

り、指導の間子供たちの状態を常に把握するために、複数の大人で見守ったりすることが

不可欠です。 

今年の水泳指導で、子供たちには、確かな泳力を身に付けるとともに、「水」と触れ合

う楽しさを感じてほしいと思います。安全確保に十分留意しつつ指導をしてまいります。 

 

＜お知らせ＞ 

〇青梅総合病院に初診でかかる場合は、7700 円の費用がかかります。【再確認】 

 青梅総合病院は、一般病床数が 200 床以上ある地域医療支援病院のため、紹介状なしで

受診する場合は、特別の料金が発生します。４月に配布した「災害共済給付制度」のお知

らせにも記載の通り、救急搬送された場合にも、自己負担が発生しますので、改めてお知

らせさせていただきます。 

〇図書セット一式（新刊児童書読み物６５冊）を弘済会より、寄贈いただきました！ 

前年度に続いて今年度も応募が当選し、公益財団法人日本教育公務員弘済会東京支部よ

り、図書セット一式をご寄贈いただきました。連続での寄贈は珍しいとのことです。６月

１７日からは、読書旬間Ⅰが始まります。友田小の大切な財産として、読書活動の充実に

役立てていきます。弘済会の皆様、ありがとうございました。 
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